
平和祈念展示資料の記録・保存等に関する検討会（第１回） 

平成２０年４月８日 

 

 

【米澤特別基金事業推進室長】  本日、大変お忙しいところ、御出席いただきまして、

誠にありがとうございます。それでは、平和祈念展示資料の記録・保存等に関する検討会

第１回の会合を開催させていただきたいと存じます。 

 私は、この検討会を担当させていただきます総務省の大臣官房管理室特別基金事業推進

室長の米澤と申します。よろしくお願い申し上げます。 

 まず初めに、この検討会の開催に当たりまして、総務省大臣官房審議官の須江からごあ

いさつ申し上げさせていただきます。 

【須江審議官】  今日は皆様お集まりいただきまして、ありがとうございます。平和祈

念事業を担当しています総務省大臣官房審議官の須江でございます。よろしくお願いいた

します。 

 検討会の開催に当たりまして、一言ごあいさつさせていただきたいと思いますが、皆様

御承知のとおり、一昨年成立いたしました法律によりまして、独立行政法人平和祈念事業

特別基金は、平成２２年９月末までに解散することを決定しております。このため、平和

基金の所有する貴重な資料を確実に継承し、効果的に活用するとの観点から、関連資料の

記録・保存等の在り方について、専門的な検討をお願いすべく、今般、この検討会を立ち

上げさせていただいた次第であります。 

 平和基金では、現在、関係者の御労苦について、国民の理解を深め、後世に継承してい

くため、実物資料などの収集、常設の平和祈念展示資料館での展示や国内各地での各種展

示会の開催など、資料の収集・保管、展示事業を行っており、また、『戦後強制抑留史』な

どの記録史の作成など調査研究事業も行っております。 

 さらに、全国各地で関係者の戦争体験の労苦を語り継ぐ講演会の開催や関係者の労苦に

ついて語りかける語り部の育成、聞き取りなどによる労苦の実態把握の成果を『平和の礎』

として出版するなど、様々な取組を行ってきております。総務省といたしましても、平和

基金が現在行っていますこれらの事業について、大変な御労苦を経験された関係者の皆様

への慰藉の念とともに、戦争を知らない世代にその労苦を伝えて、永遠の平和を祈念する

という意味からも極めて重要な役割を果たしていると考えております。 
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 皆様方におかれましては、平和基金解散後において、後世に関係者の労苦をいかに継承

していくか、関連資料をどのように記録・保存等を行い、いかに活用していくかというこ

とについて、それぞれの御専門あるいは御経験を踏まえた率直な御意見を頂戴したいと考

えております。 

 皆様方の格別の御指導・御鞭撻をお願いいたしまして、私のごあいさつとさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  それでは、検討会のメンバーの皆様方を御紹介申し上

げます。お引き受けいただいた方は全８名でございます。五十音順に御紹介をさせていた

だきます。 

 まず、財団法人全国強制抑留者協会常務理事の井上万吉男さんでいらっしゃいます。 

【井上構成員】  井上でございます。よろしくお願いいたします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  早稲田大学商学学術院の亀井先生でいらっしゃいます。 

【亀井構成員】  亀井でございます。どうぞよろしくお願いします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  社団法人元軍人軍属短期在職者協力協会理事長の椎原

理事長でいらっしゃいます。 

【椎原構成員】  椎原でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  財団法人能率増進研究開発センターの杉浦理事長でい

らっしゃいます。 

【杉浦構成員】  杉浦でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  杏林大学の田久保教授でいらっしゃいます。 

【田久保構成員】  田久保でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  呉市海事歴史資料館の戸高館長でいらっしゃいます。 

【戸高構成員】  戸高と申します。よろしくお願いします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  なお、本日はこちらに御欠席になられておりますが、

東京大学人文社会系研究科准教授の加藤陽子先生、社団法人引揚者団体全国連合会常務理

事の渡辺行久様、この全８名でこの検討会を開催してまいりたいと思っております。よろ

しくお願い申し上げます。 

 まず、皆様の中から、この検討会の座長を御選出いただきたいと存じます。どなたか御

意見をいただければと思います。 

【田久保構成員】  亀井先生を御推薦申し上げたいと思います。理由は、亀井先生は総
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務省の平和祈念事業特別基金に関する評価委員会で大変重要な役目を果たしておられ、ま

た平和基金の事業内容に精通しておられるからでございます。 

【米澤特別基金事業推進室長】  皆様、いかがでございましょうか。 

 

（「よろしくお願いします」の声あり） 

 

【米澤特別基金事業推進室長】  それでは、亀井先生にお願いするということでよろし

いですか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

【米澤特別基金事業推進室長】  それでは、御異議がないということで、亀井先生に座

長をお願いしたいと存じます。よろしくお願い申し上げます。 

 これ以降の進行については、座長になられました亀井先生にお願いしたいと存じます。 

【亀井座長】  ただいま御指名をいただきました早稲田大学の亀井でございます。お引

き受けをさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 議事に入る前に、一つお諮りを申し上げることがございます。資料１「平和祈念展示資

料の記録・保存等に関する検討会開催要領」の運営のところに「座長に事故がある場合に

は、あらかじめ座長が指名する者がその職務を代理する」とございます。この開催要領に

基づき、座長代理の指名をさせていただきたいと存じますが、杉浦さんに座長代理をお願

いしたいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

【亀井座長】  どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議事次第に従いまして、議事を進めさせていただきたいと存じます。 

 まず最初に、本検討会の開催・運営につきまして、事務局から御説明をいただきたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  それでは、本検討会の開催要領について御説明いたし

ます。資料１を御覧いただきたいと存じます。この開催要領は、本検討会の立ち上げに当
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たり、総務省として決定したものでございます。資料に沿って御説明させていただきます。 

 まず、１の検討会の目的でございます。独立行政法人平和祈念事業特別基金は、皆様も

御存じのとおり、軍人軍属の在職期間が恩給の受給に達しない方、それから戦後強制抑留

を御経験の方、終戦に伴う引揚げを御経験の方、こういった方々の御労苦を後世に継承し

ようということで資料の収集、展示事業を実施してございます。この平和基金が平成２２

年９月末までに解散することから、本検討会の目的としては、平和基金が解散した後にお

いて、これらの事業で活用してきた貴重な資料の記録・保存等の在り方について御検討い

ただくことを目的としております。 

 ２の構成員は、先ほど御紹介させていただいたとおりでございます。 

 ３の検討事項としては、関係者の御労苦を後世に継承していくという意義について、こ

れまで労苦継承事業で活用してきた貴重な資料の記録・保存等の在り方について、その他

関連事項といたしております。 

 ４の検討会の運営としては、会務を総理する座長を構成員の皆様の互選によって定める

こと、座長に事故がある場合には、あらかじめ座長が指名した座長代理がその職務を代理

すること、座長が検討会を招集するものであることを定めております。 

 また、その他として、検討会の庶務を総務省大臣官房管理室特別基金事業推進室が担当

すること、この要領に定めることのほか、検討会の運営について必要な事項は座長が検討

会に諮って定めることとしております。 

 資料１の総務省が決定いたしました検討会開催要領については以上でございます。 

 続きまして、資料２を御覧いただきたいと存じます。 

 先ほど御説明しました検討会開催要領の５の（２）に基づき、検討会の運営に必要な事

項として、皆様にお諮りし、この運営要領を定めるものでございます。行政の透明性を図

るという昨今の情勢にかんがみまして、検討会の公開の在り方を中心に定めております。 

 １ですが、座長が必要と認めるときには、構成員とは別に有識者等から意見を求めるこ

とができることとしております。２ですが、検討会で使用した資料は、原則として、総務

省のホームページに掲載すること。３ですが、会議は原則非公開となるものの会議の終了

後、事務局が議事要旨を速やかに作成し、これを総務省のホームページに掲載すること。

また、議事録は、会議の後に作成の上、皆様御確認の上、ホームページに掲載することと

しております。４ですが、その他必要な事項は、座長が検討会に諮って定めることとして

おります。 
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 以上でございます。 

【亀井座長】  ありがとうございました。ただいまの御説明につきまして、何か御質問、

御意見ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、ただいまの御説明をいただきました部分について、御了承いただいたという

ことにさせていただきたいと存じます。 

 ただいまの御了承いただきました運営要領におきまして、お手元の資料２の１の有識者

等からの意見聴取について、「座長が必要と認めるときは、別途有識者等から意見を求める

ことができる」とございます。平和基金の現状等について、必要に応じて御説明をいただ

くために、以降、毎回の検討会に平和基金の御担当の方に御出席をいただきたいと考えて

おりますが、いかがでございましょうか。よろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

【亀井座長】  ありがとうございました。 

 それでは、次の議題でございますが、検討会の審議を今後進めるに当たり、これまでの

平和祈念事業の経緯につきまして、事務局から御説明をいただきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  それでは、お手元の資料３の１ページ目を御覧いただ

きたいと存じます。ここでは、平和基金による慰藉事業の推進について、全体をまとめて

ございます。 

 まず、１の基金の目的ですが、今次の大戦における尊い戦争犠牲を銘記し、永遠の平和

を祈念しようということで、ここに挙げてあります３つの関係者の方々、すなわち軍人軍

属としての在職期間が恩給の受給に達しない、いわゆる恩給欠格の方々、それから終戦後

に旧ソ連ですとか、モンゴルの地域に強制抑留された方々、３つ目として、終戦に伴って

海外から引き揚げてこられた方々、こういった方々の御労苦について、国民の理解を深め、

これら関係の方々に慰藉の念を示すという事業を行うことでございます。 

 ２の事業の概要でございますけれども、内容として大きく２つの柱がございます。１つ

が、労苦継承事業ということで、新宿の住友ビルに置かれております平和祈念展示資料館

の運営ですとか、全国各地での平和祈念展の開催、関係者の御労苦の実体験をつづった『平

和の礎』の編集発行、「労苦を語り継ぐ集い」の開催、それから戦後強制抑留の全体像を編

 -5-



さんした『戦後強制抑留史』の刊行などといった事業を実施しております。これにつきま

しては、後ほど詳しく御説明をしたいと存じます。 

 それから２つ目の柱として、関係者に慰労品を贈呈する事業です。特別祈念事業として

現在実施しておりますけれども、もともと平和基金は昭和６３年に発足して以来、総理大

臣の書状や軍歴などに応じて銀杯、慰労品などを贈呈する事業を実施してきました。この

事業が平和基金の解散が決まったことに伴い、昨年の３月末で申請受付を終了しておりま

す。現在は平和基金の資本金を取り崩し、対象者の種類に応じて、慰労品を贈呈する特別

記念事業を実施しております。 

 次に平和基金の概要について説明させていただきますと、昭和６３年に認可法人として

発足し、平成１５年に職員が国家公務員ではない独立行政法人に移行しております。現在

の資本金は２００億円、役職員については、非常勤の監事の２人を含む４人の役員と１８

人の職員、また、平成２０年度予算として約１２億円強の予算と、取り崩した資本金の一

部を使い、上記の事業を実施しています。 

 この平和基金につきましては、平成２２年９月末までに解散することとされており、こ

の解散することとなった経緯については、次のページで御説明させていただきます。 

 まず、平成１５年１２月に自民党から総務大臣に対して、平和基金の在り方について申

入れがなされたのを発端として、平成１７年８月に平和基金の在り方について、政府と与

党との間で了解が結ばれております。その了解事項の概要については、１つ目として、関

係者に改めて慰労品を贈呈する特別記念事業を２００億円を目途に実施すること。２つ目

として、平和基金発足から行ってきた書状等贈呈事業は、この特別記念事業開始までに終

了すること。３つ目として、この検討会に直接かかわる部分ですが、特別記念事業の終了

後、資料等を記録・保存することとし、その方法は別途検討すること。４つ目として、戦

後強制抑留と引揚に関する慰霊碑を建設すること。５つ目として、特別記念事業と慰霊碑

の建設は、平和基金の資本金の一部を取り崩して実施し、残った資本金は国庫に返納する

こと。６つ目として、特別記念事業の終了後、基金は廃止すること。７つ目として、関係

者の労苦を伝える資料等の記録・保存などに必要な経費は国が措置をすること。以上の措

置によって、戦後処理問題に関する措置はすべて確定・終了したものとすること、以上で

ございます。 

 この政府と与党との了解を受けまして、平成１７年１０月に、「独立行政法人平和祈念事

業特別基金等に関する法律」の廃止等に関する法律案が与党から提出され、平成１８年１
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２月に制定されました。この法律に基づき、資本金を取り崩すとともに、昨年４月から特

別記念事業を開始し、現在に至っております。 

 この検討会は政府・与党了解の３番目の事項に基づいて実施するものであり、平和基金

の解散後も滞りなく貴重な資料等を記録・保存などしていくことができるように、平成２

２年９月までの解散に向けて、今般この検討会を立ち上げたといったことです。このよう

な流れの中でこの検討会の位置付けを御理解いただければと存じます。 

 次の３ページ目には、平和基金が発足するまでの沿革について整理させていただいてお

ります。ここでは御説明は省略しますが、また後ほどお目通しいただければと存じます。 

 以上でございます。 

【亀井座長】  ありがとうございました。 

 ただいまの御説明に関して、何か御質問、御意見ございませんでしょうか。よろしいで

しょうか。 

 それでは、引き続きまして、次の議題に移らせていただきたいと思います。７番目の平

和祈念事業特別基金による労苦継承事業の現状につきまして、平和基金から御説明をお願

いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【吉良総務部長】  平和祈念事業特別基金の総務部長の吉良でございます。よろしくお

願いいたします。 

 平和祈念事業特別基金による労苦継承事業の現状について、資料４に基づき、説明をさ

せていただきたいと思います。 

 まず、１ページ目を御覧いただきたいと存じますが、所蔵資料の状況の①です。先ほど

御説明がありましたとおり、平和基金の大きな役割の一つは、労苦継承事業です。労苦継

承事業の中身としては、体験者の方々が大戦中に大変な悲惨な目に遭われた方々から実物

資料を収集しまして、適切な基準に基づき保管するとともに、それを直接的に活用するよ

うな形で展示会等で利用すること。また、いろいろな調査研究をしながら、その成果を出

版等で国民の方々に明らかにしていくこと。資料や体験者の方々のお話等により講演会、

フォーラム等を開催して、国民の方々にこういった関係者の方々の労苦の大変さ、悲惨さ

を次世代に継承していくことなどが平和基金の大きな役割になっているところです。 

 昭和６３年に基金が発足した時点から、この事業の重要性については、平和基金として

も強く認識してまして、その年に資料の収集に当たる事業を開始したわけです。有識者に

よる資料収集委員会を設置しまして、関係団体の方々や地方公共団体の方々に大変な御協
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力をいただき、全国に調査員を置き、調査をしていただきました。昭和６３年といいます

と、終戦から既に４３年経っているので、ほとんど半世紀近く経っているということで、

資料がどれだけあるかということがかなり危惧されたわけですが、延べ６００人ぐらいの

調査員の調査によりまして、全国で約２万５,０００強の資料がまだ残されているというこ

とが分かりました。 

 やはり実物資料は、体験者の方々の戦中戦後におきます大変悲惨な体験というものと分

かち難く結びついているものです。言わばそれぞれの体験者の方々の個人史といいましょ

うか、自分史といいましょうか、そういったものと分かち難く結びついているということ

で、残されていたのではないかというのが当時の想像でした。それに基づき、平和基金と

しましても、実物資料を積極的に収集する事業を開始しました。以後、今日までその事業

を続けたわけです。その途中で、平成１２年３月の時点で資料の数が大体１万９,０００点

ぐらい集まったものですから、この辺である程度資料としてまとめて、一般の国民の方々

にこういった資料の存在というものを周知して、理解を深めるということに決めておりま

す。 

 そこで、写真集をお手元にお配りしていますが、これを平成１２年３月に作りまして、

全国の公立図書館等に配布しました。写真集にはその当時集まった資料１万９,０００点の

うち３５０点ぐらいを写真と説明文とともに載せています。 

 以後、引き続き資料収集を行いまして、現在時点で所蔵資料の総数は約３万件、これが

平成２０年３月末現在の数字です。中の内訳ですが、実物資料が約１万７,０００件、それ

から図書が約１万２,０００件です。図書の中では、体験者がお持ちいただいたもので寄贈

されたものが大体３,０００件でして、残りの９,０００件ぐらいは、私どもで使用価値の

高いものや当時の戦中戦後の状況の背景を説明した資料として書籍等を参考のために買い

求めたものです。また、その当時の体験等を自費出版している方もおられますし、体験記

等も出版されていますから、そういったものを中心に購入したものが図書として約１万２,

０００件ございます。 

 それから映像資料が約３００件ほどありますが、これも当時の戦中戦後の映像等が収録

されたビデオやＤＶＤ、ＣＤ等を購入しています。また、絵画、写真等も購入しておりま

す。そのほかに展示のための装置として、資料館やいろいろな展示会等で利用しています

が、貴重な資料につきましては、持ち出すと劣化が著しくなりますので、そういったもの

の模型、ジオラマ、解説のための年表、解説のための各種パネル等、いろいろ作製してま
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すので、そういったものを合わせまして、約３万件あります。 

 次に所蔵資料の内容ですが、まず、臨時召集令状、引揚・復員証明書といった 各種証

明書があります。資料の分類についてはこれまでも試行錯誤でやっておりますが、今後、

平和基金が解散するまでに分類を整備した上で解散に備えるというようになると思います

が、現時点では１４５分類で実施しております。 

 例えば、各証明書などもいろいろあり、中には従軍証明書、引揚証明書、予防接種証明

書、復員証明書などがあります。今後これらを個別に分類する必要があると思っています。

このような公的な書類とは別に個人の持ち物というのもあります。例えば、よく御存じか

と存じますが、慰問袋、千人針、寄せ書きの日の丸などが一番ポピュラーですが、鉢巻き、

食器、日記などもあります。それから遺書も含まれています。これら個人の持ち物も大変

多くなっております。 

 また、軍帽・軍靴、それ以外に防毒マスク、銃、刀剣、軍装備品というものも数多くあ

りますし、抑留中の外とうや、引揚げ中の生活用品も多々あります。それから写真等です

が、特にこの中で一番多いのが従軍カメラマンが当時の写真を記録として撮っていただい

た方の写真がおよそ３,５００点あります。 

 それから抑留生活を書いた絵画ですが、シベリア抑留については、写真等が残っている

のはソ連側の写真しかありません。ソ連側の写真には、抑留の実態をとらえた記録という

のが特になく、また、引揚げに当たり、抑留者の方々は身の回りの物しか持って帰ってく

ることが許されませんでした。そのため、抑留者の方々は、こちらに帰ってこられまして、

抑留のつらい体験というものを何とか残したいということで、大変絵心のある方が多くい

らっしゃいましたので、ご自分でいろいろ工夫しながら、１日黒パン３５０グラムしか支

給されず、零下３０度、４０度の中での非常に厳しい労働、それといろいろな病気等に苦

しめられたというようなことを絵で残しておられます。そういった絵画を平和基金に寄贈

していただいたり、また、そうした方々から非常に廉価で購入させていただいた資料があ

ります。 

 これについても、お手元に抑留絵画展というパンフレットをお配りしていますが、これ

を見ていただくと、平和基金で所蔵している絵画の一部がここに掲載されています。こう

いったもので国民の方に抑留生活の厳しさというものをよく理解していただきたいという

ことで、特別企画展を開催しております。 

 次に図書のうちの代表的なものとして『満鉄調査月報』があります。満鉄調査部が当時
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大変優秀な調査を実施しておりまして、昭和６年から昭和１９年まで調査月報を出してい

ましたが、昭和６年から４年間の４８巻分を購入しています。 

 この『満鉄調査月報』は、当時の満州の政治・経済・社会・歴史の広い分野の状況を研

究論文としてまとめたものです。内容としては、当時の満州の産業の状況、軽油、セメン

ト、毛織物などの産業の需給状況、満州の貿易収支、満鉄の社債の利率などであり、その

ようなものも全部含まれている大変貴重なものでして、これは満州関係の研究者にとって

は、大変貴重な資料です。 

 それから抑留者による建設作業の映像資料ですが、これは特にモンゴルにおいて撮影さ

れたものを、モンゴルへ行って入手したものです。モンゴルには約１万８,０００人ほど抑

留されておりまして、そのうち２,０００人の方が亡くなられています。シベリア抑留とい

いますと、旧ソ連の方が中心ですが、モンゴルでも抑留者の悲惨な労苦がありますので、

モンゴルの方も調査をした結果、モンゴルの公文書局において、白黒の無声映画で約１８

分の映像があることを発見し、入手しました。これにはモンゴルのウランバートル市内で

劇場建設や道路工事、遺体収容に当たっていると思われる映像が残っています。 

 所蔵資料の例として、３つありますが、まず、臨時召集令状、いわゆる赤紙、袖なし外

とう、手作りのワンピースです。臨時召集令状については、資料館では恩給欠格者のコー

ナーに飾ってありますし、袖なし外とうは抑留者のコーナーに飾ってあります。なお、手

作りワンピースは引揚者の方から寄贈いただいたものです。 

 先ほどこういった資料について、個人史と分かち難く結びついているということを申し

上げましたが、臨時召集令状についても、この方は佐賀県の方でしたが、もともと東京で

働いていて、臨時召集令状を受けて、佐賀の本籍地に行ったわけです。ところが、途中で

たびたび空襲に遭ったものですから、召集の時期に間に合わなくて、本隊が出発してしま

った後に到着したということで留守部隊に配属されまして、終戦後まで生存されていたわ

けですが、本来の部隊は、戦後知ったところでは、途中で潜水艦に沈められて全員亡くな

られたとのことで、大変ある意味厳しいエピソードがあるものです。 

 それから袖なし外とうですが、これは旧日本陸軍の外とうですが、袖が取り外しできる

ものでして、先ほども申し上げましたが、抑留者は１日３５０グラムの黒パンと薄いかゆ

しかもらえなかったということで、とにかく飢えというものが大変な労苦の一端でした。

ということで、その飢えに耐えかねて、２つの袖を黒パンと交換して何とか飢えをしのい

だというエピソードがあります。取り替かえてもらった袖はどうなったかと言いますと、
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そのロシア人が靴に巻いて寒さをしのいだということでして、ロシア人もかなり貧しい生

活をしていたということがわかるものです。 

 それから手作りワンピースですが、引揚げ途中に収容所において、小さい赤子は栄養失

調のために亡くなってしまい、もう一人上のお子さんを連れて帰ってきたわけですが、せ

めて帰るときには少しでも晴れ着を着させてあげたいということで、亡くなった赤ちゃん

のおむつを利用してワンピースを作ったというエピソードでして、その方から寄贈を受け

たものです。ということで、それぞれの寄贈資料については、大なり小なり程度の差こそ

あれ、それぞれ体験者の方々の被りました悲惨な状況が分かち難く結びついている資料で

すので、そういったものと一体として考えていくべきものが実物資料であろうと考えてい

るところです。 

 次に、２ページ目の所蔵資料の状況②です。外国資料ですが、ロシアの公文書館等の資

料を調査しまして、これまで強制抑留に係る公文書、収容所の衛生状態などに関する資料

を収集しています。これについても、外国資料の収集委員会を設置し、鋭意収集したわけ

ですが、これまでロシアの抑留関係の資料としては、厚生労働省が抑留者の名簿や埋葬地

に関する資料については集めていたわけですが、抑留の実態について調査したところはご

ざいません。平和基金において、初めてこういったものの調査をいたしてございます。ロ

シアの公文書館等に行きますと、とにかく大変な数で、おそらく１００万単位のファイル

がありまして、それを全部調査するのは今後何年かかるかわかりませんので、調査団を派

遣して、中心的な資料について入手しました。 

 ロシアの公文書館については、リストは１,１００件、その中で翻訳に値する約２５０件

について翻訳をしました。それから、旧ソ連邦は、現在は独立国になっておりますが、中

央アジア諸国、特にカザフスタンにおいても抑留者がいたということですので、平成１８

年度にはカザフスタンにおいて現地調査を行い、これもカザフスタンの公文書館において、

翻訳に値するもの約２８０件を入手し、翻訳をしたところです。 

 その中には、抑留者を使役する文書や死亡率、医療の状況などが記録してあり、先ほど

も言いましたが、１日３５０グラムの黒パンと薄いかゆしかもらえなかったというのが抑

留者の方々の一致した体験談です。それを聞くたびに大変胸が詰まる思いがするわけです

が当時のソ連の記録を見ますと、ロシア側は１人１日当たり黒パンは３５０グラム、確か

にそうでございますが、それ以外にお米を３００グラム、みそが３０グラム、それから肉、

魚、バター、チーズなども支給するように文書上はなっており、実際の問題としては、先
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ほど申し上げた状況でして、抑留者の方々はそのようなものはもらったことはないという

ことです。ただ、抑留が２年、３年と続きますと、若干そういった事情が改善されたよう

で、若干肉とかが出たということをおっしゃる方がありますが、ほとんどの方は黒パンと

薄いスープだけだったということです。ということで、抑留の実態をそういう部分で記録

として持っている資料館としては、平和基金が唯一であろうと思っています。 

 次に、いわゆる「スターリン文書」です。これは日本人の抑留者５０万名の収容・労働

利用について当時の旧ソ連の国家防衛委員会において決議したもので、捕虜５０万人の受

け入れ配置、労働利用についての決議書でして、スターリンの署名がありますので、いわ

ゆる「スターリン文書」と言っております。 

 この文書は、ソ連が日本人の抑留者を各地の収容所に移送することが具体的に書かれて

おりまして、明確に労働の目的で日本人を移送したことがわかる資料です。当時、収容所

は１,２００から１,３００、多く数えますと、２,０００か所の収容所があり、この文書の

中にどこの収容所に何人入れるというようなことまで具体的に書かれているものです。こ

の「スターリン文書」について、スターリンの署名入りの原本をデジタルデータで入手し

たのは、平和基金が初めてであろうと思っています。ということで、平和基金としても、

外国資料として、これが大変貴重な資料と考えているところです。 

 次に、所蔵資料の保管方法ですが、実物資料というものは当時の材質で作られています

ので、今とはとても比較にならないほど大変粗末な材質ですので、劣化しやすいことから、

美術品保管用の定温定湿の倉庫で保管をしています。なお、２０度、湿度６０％で保管を

しています。 

 また、紙・布・木・金属・皮革類、こういったものが材質ですので、当然虫がつきやす

いということで、定期的な薫蒸処理も行っています。それから写真資料については、外気

から遮へいする措置も行っています。さらに、稀少性の高い資料については、酸性化する

と劣化することから、脱酸性化措置という化学的な劣化防止措置を行うとともに、密閉措

置も行っています。当然のことながら、金属についても、さび止めも行っています。衣類

についてても、当時は縫製が粗末ですので、縦につっておきますと、重力でだんだんほつ

れてくるということがありまして、縦につることはやめて、横に密閉して保存する措置を

行っております。また、修理のためのランク付けを行いまして、あまり修理をやらなくて

もいいものから、ほとんどさわると壊れやすいというところまでランク付けをして、その

ような処理を行っているところです。 
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 次に、３ページの平和祈念展示資料館の概要でございます。先ほど申し上げたとおり、

資料を収集・保管しまして、ただ収集して保管しておくだけでは何の意味もないわけでし

て、これを国民の方々に広く目に触れるような機会を提供しまして、労苦の体験、労苦の

証というものを目に触れるような格好で広く展示をして、それにより、国民の方々に体験

者の方々がどんなひどい体験をされたのかということをよく認識していただく。またそれ

らのことを決して今後忘れてはならないということで、次代、３代、孫子の代まで語り継

いでいただくということで、資料の活用をするため展示資料館を開設したものです。この

ように関係者の方々に、直接的には個人の慰藉事業とともに、国民の方々にそういった理

解のすそ野を広げるということによりまして、間接的に関係者の方々の慰藉につながるの

ではないかということで、この事業を実施しているものです。 

 施設の概要ですが、恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の方々の労苦について国民の

より一層の理解を深め、次の世代へ語り継いでいくことです。 

 所在地は、東京都新宿区の新宿住友ビル４８階、面積は約７００平米、約２１２坪あり

ます。現在の４８階は昨年の１１月に３１階から移転したものです。開館日は、平成１２

年１１月３０日で、これは、平成１２年度において資料が約１万９,０００点集まったこと

から、平和基金として、ここで常設的に展示することを決定しまして、半年間の準備作業

を終えて、３１階に開館したところです。 

 入場者数は、１８年度は約４万５,０００人、月平均としては約３,７００人です。１９

年度は約３万６,０００人で、これは１９年度に４８階に移転したことから、その移転作業

で２か月ほど休館になり、その間、当然のことながら広報等も手控えたということにより

減少したところです。この４月時点で総計３１万５,０００人というのが一番新しい数字で

ございます。男性、女性の比率が大体６割、４割ということになっております。 

 ４８階に移転してから、直近３か月間の入場者数は、前年比約３割増となりました。こ

れは、４８階が住友ビルのレストラン街でして、そういう意味で、４８階以上はレストラ

ンに来られる方が大変多いことからそういった方々が資料館に来ていただけるようになり

まして、３１階と比べ、大変最近では入場者が増加しておりますので、移転効果があった

と認識しているところです。 

 次に、４ページの平和祈念展示資料館の概要②です。お手元の平和祈念展示資料館のパ

ンフを見ながら説明させていただきます。展示資料数、展示資料ですが、当時の資料につ

いては、具体的には現役兵の証書、馬匹徴発告知書、「千人力」の日の丸、千人針、弾除け
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祈願のチョッキ、戦陣訓、軍隊手牒、こういうものが恩給欠格者のコーナーにあります。

恩給欠格者のコーナーでは、一般の兵士の労苦を展示しておりますので、当然、兵隊の方々

のいろいろな当時の御苦労された物事を証明させるといいますか、実証されるような資料

を展示しています。 

 それから戦後強制抑留のコーナーでは、先ほど申しました防寒外とう、手製の食器など

を展示しており、引揚げのコーナーでは、引揚げの証明書、先ほど申し上げましたワンピ

ース、手製のリュックサックなどが展示してあります。 

 次にジオラマですが、これも一般の方々に分かりやすい当時の状況を再現する体験展示

として、それぞれのコーナーの最初のところに展示しております。 

 恩給欠格者のコーナーには、入営列車というのを展示しております。これは終戦間近の

入営列車の状況で、当時の東北線の状況を再現したものでして、これから召集されていく

兵隊の方や疎開していく家族の方が一緒の列車に乗っているという当時の世相を反映した

ものです。 

 戦後強制抑留のコーナーには、収容所のジオラマを展示しております。これは当時の収

容所を体験者の方々の証言をもとに再現したもので、これは先ほども申し上げましたが、1

人当たり黒パン３５０グラム、１斤当たりの配給ですから、食事当番の方がきっちりと、

そのグラムに分けなくてはいけないということで、少しでも多かったり少なかったりしま

すと、大変文句がでたということで、それが大変苦労だったというエピソードがあります。

飢えに直結するものですので、大変緊迫した場面を収容所の中に再現したものです。 

 引揚者のコーナーには、引揚船のジオラマを展示しております。これは当時の引揚船の

白竜丸の船底の状況を再現したもので、当時、飯山さんというカメラマンの方が密かにカ

メラを持って引揚船の中に潜り込んで、もちろん御家族の方を探しに行ったわけですが、

その中で密かに写真を撮ったということで、そういった状況や引揚者の方の体験をもとに

して再現したものです。このように一般の方々に当時の状況を分かりやすく伝えられるよ

う、ジオラマを導入したものです。 

 次に５ページ目の平和祈念展示資料館の概要③です。効果的展示のための工夫ですが、

『体験者から子供へ、そして孫へ。３世代を視野に入れた「理解度」を考えた展示』とい

うことです。体験者の方々は非常に高齢でして、既に残念ながら物故された方も大変多く、

このような体験を若い方々に語り継いでいくという機会もなかなか少なくなっています。

そのようなことから、平和祈念展示資料館では、若い世代の方々に語り継いでいくために
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小学校や中学校、高校、大学生に配慮した展示をしているところです。 

 それから立体的な視点でイメージのつかみやすい展示ということで、先ほど申し上げま

したジオラマ、模型等を展示しております。入場者の方が見て感じてさわって体験できる

ということで、体験者の証言テープや体験ボックスも設置しており、当時の軍装品など手

に取って、自分が身につけて体験できるものです。また、それから分かりやすく当時の様

子を理解していただくということで、若い人向けにクイズ形式でそれぞれの問題を理解し

ていただく工夫をしているものです。 

 模型等についても、引揚船や収容所の全景を再現した模型、それから引揚げの漫画家の

方々が大変多いですので、御存じと思いますが『あしたのジョー』などで大変有名な漫画

を描かれたちばてつやさんが引揚げの状況を描きました漫画がありますので、それをもと

にして再現して立体化した模型等も展示しております。 

 次に語り部の配置ですが、現在、語り部の方々は２３人おりまして、体験者の語り部が

２１名です。それから総合的な語り部として、３つの問題を全体的に説明できる語り部と

して２名おりまして、合計２３名です。こういった方々に折に触れて資料館にも来ていた

だき、特に総合語り部の方については、資料館に常置しておりまして、それぞれ入場者の

御要望に応じ、いろいろな説明をしていただいております。やはり体験者の方々が若い方々

に生の声で厳しい体験を御説明いただくというのは大変好評でして、反響も多いところで

す。 

 また、いろいろな用語についても、専門用語ではなくて、意味が伝わるような分かりや

すい表現でキャプション等も書いております。解説装置も工夫をしております。それから

文字のルビやグラフィックについても、なるべく読みやすいグラフィックにしております。

情報装置についても、タッチパネルでいろいろな情報が検索できる装置も備えつけている

ところです。 

 次に、「語り継ぐ広場」の設置です。先ほども申し上げましたが、見て感じて触れる体験

展示、体験者の証言コーナー、それからビデオシアターについては、体験者の証言等を基

にして、当時の資料映像等に基づき、ＶＴＲを何本か作成しています。体験者の方々がそ

の中で直接いろいろな体験を語っていただいておりますので、そういった部分をビデオコ

ーナーにおいて定期的に上映しているものです。 

 また、所蔵図書の中から約２,０００冊を資料館に常置し、もろもろの図書を自由に閲覧

できるようにしています。それから、映像情報検索、タッチパネルでこれらが検索できる
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装置も常置しています。 

 次に６ページ目の平和祈念展示資料館の反響です。「よかった」との評価が約８割で、そ

の中でも「当時の実物資料」の評価が最も高く、各世代一致して、「大変よかった」という

評価が高くなっています。それから学校の授業、修学旅行、大学のゼミでも利用していた

だいています。特に最近は総合学習や、修学旅行で来られる方が大変多く、大学のゼミの

学生の方も来られます。また、外国人の方も、アメリカ人、中国人、韓国人、ロシア人な

ども来ていただいており、新宿という土地柄か、現在の資料館は、国民の方々にとりまし

て、非常に周知のしやすい場所であると存じます。近所に都庁等もあり、ある意味観光コ

ースの一部になっているということですので、多くの方々が来ていただければ、大変あり

がたいと思っております。 

 最近は団体で来られる方も非常に多く、多いときは大体１０％ぐらいが団体の方です。

中高生の団体の方、遺族会の方々、会社員の退職者の団体の方、ウオーキングをやってい

る団体、生涯学習の団体の方など、いろいろな方々が来ていただいています。特に８月１

５日の終戦記念日には、大変多くの見学者が来ていただいています。今まで１日に９００

人近い入場者が来ていただいたこともありました。ということで、新宿ならではの見学者

のための効果があると考えています。 

 次に「最近のアンケート結果」ということで具体的に書いておりますが、アンケートの

方々は、約２割ぐらいが１０代の方々で大変皆さんまじめに見ていただきまして、ここに

書いてありますが、「実際に使っていた道具や書類、衣類を見ることでリアルに感じた。本

や教科書を読むのと違って、すごく心にくる」、１０代の女性の方です。「戦争を語り継ぐ

人がいなくならないとよいです」、これも１０代の女性の方です。「当時の様子、大変さが

よくわかる。現代の若者たちはこういったことを見たほうがよいと思う」、２０代の男性の

方です。「若い人が多く来ていたので、わかりやすい内容を続けてほしい」、３０代の女性

の方です。「いつまでも残してほしい。子供たちも連れてきます」、４０代の女性の方です。

「亡くなった父がシベリアよりの引揚者だったため、知りたいこともたくさんあり伺った

が、大事なことを再認識させられた」、５０代の男性の方です。「大変内容のある展示物が

多く、その悲惨さをより感じた」、６０代の男性の方です。「私は樺太からの引揚者で、展

示を見て記憶が思い出され、涙があふれてきました。１人でも多くの人が資料館に来て、

御覧になってください」、７０代の男性の方です。 

 それ以外にも、「大変リアルで衝撃を受けた。大々的に宣伝した方がよいのではないか」、
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「当時の実物資料で戦争中の状況がよくわかった」、「貴重な資料を保存し続けてほしい。

ずっと資料館を残してほしい。当時の様子がよくかわった。戦争のことを伝えてほしい、

後世のために」というような１０代の方々の意見等もあります。 

 こういった小学校や中学校の方々の中には、学校に帰られてから、感想文を文集として、

平和基金に送られた学校もあります。このように授業の中で活用されているということは、

私どもにとっては大変うれしいことだと思っています。 

 次に、７ページの所蔵資料に関する取組①です。平和祈念展示資料館が常設的な展示と

いうことで資料の活用を図っている最も大きなものですが、それ以外にも収集資料をいろ

いろな形で展示して、なるべく多くの国民の方々の目に触れる機会をつくろうということ

で、平和祈念展、地方展示会等を開催しているところです。関係者の労苦を次の世代に語

り継ぐため、所蔵資料も活用した取組を全国各地で実施しています。 

 平和祈念展（東京）ですが、毎年８月の終戦記念日を挟んで銀座の松坂屋で開催してい

ます。平成２年度以降開催しておりまして、平成１９年度の入場者は、開催期間が５日か

ら６日で約１万２,０００人です。一番多いときで約１万５,０００人入ったときがありま

す。 

 展示としては、絵画、写真、実物資料、体験者の証言テープ、ビデオ映像の上映、実体

験を持つ著名人によるトークショーを実施しています。例えば、最近では長山藍子さん、

この方は引揚者でして、当時は大変苦労されて内蒙古から引き揚げて来られた方です。 

 それから松島トモ子さん、この方はお父様が抑留者でして、終戦の年に抑留されまして、

後でわかったんですが、半年間で亡くなられたということです。また、御本人も中国の方

から引き揚げて来られ、２０年生まれですから、お母様が大変苦労されて引き揚げて来ら

れたと思います。それから有馬稲子さん、女優で有名な方ですが、この方も朝鮮から引き

揚げて来られた方です。こういった方々が大変お客さんが多いお昼の土日に、日に２回ト

ークショーをやっていただき、直接生の声で入場者の方々に体験談を語っていただいてい

ます。 

 次に、地方展示会ですが、これは平和基金が直轄で行っているものと、関係団体、恩給

欠格者の団体、戦後強制抑留者の団体、引揚者の団体に御協力を得て開催しているものが

ありまして、地方展示会としては、直轄で行っているものは地方の主な都市ですが、最近

では、長野市、松山市、前橋市、鹿児島市、神戸市、仙台市で、主に都道府県等から開催

してほしいという要望もあります。また、それ以外に戦災を受けた都市ということで市民
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の方々が、平和基金の問題とは直接関係がありませんが、戦争の悲惨さというものを体験

した経験をお持ちの市を中心として開催しています。このように平成３年度から毎年１回

直轄で全国各地で行っています。 

 ここの展示については、銀座展と同様、実物資料等の展示に加え、開催地の郷土コーナ

ーを設けています。当時の開催地におきます戦災の状況写真や当時の実物資料等も残って

いますので、そういったものをお借りして展示をしたり、場合によっては防空壕を再現し

てみたり、当時の悲惨さ、市民が被った被災というものを改めて思い起こしていただくと

いうコーナーを設けて、なるべく市民の方々にも分かりやすく見ていただける工夫をして

いるところです。 

 関係団体の方々の協力を得て開催しているものについては、地域の住民の方々と関係団

体の方々は非常に深い結びつきがありますので、平成１９年度においては全国１４カ所で

開催しまして、合計で約１万４,０００人の方々が入場しております。 

 次に、特別企画展です。これは資料館において開催しているものですが、３１階に資料

館があったときは、その資料館の隣に企画展示室という大変広い部屋がありまして、そこ

で団体の方々が来られたときに、事前に資料館の中身を説明するとか、いろいろなことで

活用したわけですが、この企画展示室を活用しまして、資料館では展示できない資料を展

示し、開催しております。例えば、先ほど申し上げました抑留の絵画展というのが一つの

例ですが、資料館の方は３つの問題を総合的に展示しているわけですが、特別企画展にお

いては、恩給欠格者の展示会、次は戦後強制抑留者の展示会、次は引揚者の展示会という

ようにローテーションで開催しました。 

 これについては、４８階に引っ越したことにより、残念ながらその企画展示室がなくな

りましたものですから、今年は資料館の若干のコーナーを利用し、１９年度に新規に寄贈

を受けた実物資料の展示会を特別企画展として開催しました。 

 次に、関係資料館等からの要請に応じて、所蔵資料を貸し出していることについては、

都道府県等が作っております関係資料館が北海道から沖縄まで１４ありますので、そうい

った資料館と日ごろからいろいろな連携をとって情報交換等を行っておりますが、お互い

の資料の貸し借りとして、それぞれの資料館も展示会等を開催していることから、その資

料館にない資料を平和基金がお貸ししております。それから各都道府県でも終戦記念日の

時期になりますといろいろな展示会、回顧展を行いますので、都道府県にも資料をお貸し

しております。このように平和基金の収蔵資料をなるべく活用を図る工夫をしているとこ
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ろです。 

 次に、８ページ目の所蔵資料に関連する取組②です。平和祈念フォーラムについては、

「戦争体験の労苦、平和への想いを次世代へ語り継ぐ」をテーマに開催しているものです。

内容としては、所蔵している映像の上映、平和基金発行の体験記『平和の礎』の朗読、引

揚げ体験を持つ著名人などによる労苦の体験談話などです。これは所蔵資料というものの

直接的な効果というわけではありませんが、こういった講演会やフォーラムにより、戦争

体験の労苦というものの実情がどうであったかということを国民の方々に理解していただ

き、恩給欠格者、抑留、引揚げという３つの大きな問題について国民の方々の理解が深ま

れば、その体験と分かち難く結びついております資料というものの貴重さというものがわ

かっていただけるということで開催しているものです。 

 このフォーラムは、昭和６３年度の平和基金設立以後、引き続き毎年実施しておりまし

て、地方で１か所、それから現在の住友ビルの中の住友ホールにおいて、多いときは４回

ぐらい開催しています。最近、地方では札幌市、盛岡市、水戸市、静岡市で開催していま

して、開催地というのは、先ほどと同じように都道府県からも強い要望がありましたり、

戦災を受けた都市というものを選んで開催しているものです。具体的な中身としましては、

外交評論家の方による当時の状況の詳しい説明、所蔵しております、平和基金が作りまし

た映像資料の上映、体験者の手記や聞取りを基に作成した『平和の礎』、長山藍子さん、宝

田明さん、松島トモ子さんなどの引揚げ体験を持つ著名人による労苦の体験談話などです。 

 また、フォーラムの演出もいろいろ考えておりまして、高校生による再現ドラマをやっ

たこともあります。また、地元の大学生によりまして、地元の戦争体験者をレポートして

いただき、当時の状況がどうだったのかということを発表していただいたこともあります。

それから児童文学者の岸川悦子さんが、その体験を児童文学で書いているわけですが、そ

れに基づきアニメーションを作り、そのアニメーションの上映もさせていただきましたし、

抑留漫画家の斎藤邦雄さんという方がいらっしゃいますが、この方が抑留体験を絵画では

なくて、漫画みたいな格好で再現したものもございます。斎藤さんに出ていただきながら、

御自分の体験を漫画でわかりやすく皆さんにお話しいただいたともあります。 

 著名人の方々も大変熱心に会場の方々に直接の体験を生々しくお話しいただきまして、

大変感銘を強くされたところです。中でも小林千登勢さん、御存じかと存じますが、平成

１５年１１月に残念ながら亡くなられましたが、朝鮮から引き揚げて来られまして、平和

基金のこういった催しの意義に大変賛同されまして、ぜひ出演させてほしいということで、
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早くから何回も講演会やトークショーにも出ていただきました。最後ですが、あるとき会

いましたら、つえをついていらっしゃるものですから、「どうなさったんですか」と聞きま

したら、「ぎっくり腰になったのだ」ということでかなり明るくおっしゃられて、いつもの

とおり大変元気に体験談をお話しなされたものですから、私どもも「ぎっくり腰じゃ大変

だね」と言っていたのですが、それから半年ぐらいして亡くなられまして、大変びっくり

いたしました。後で御主人にお聞きしましたら、病気からくる痛みが腰にきていたけれど

も、やはりこの講演会は大事だということで病を押して、そういったことを少しも表に出

さずに、出ていただいたということで、大変申しわけなく思ったところです。著名人の方々

もこういう講演会で直接生の声で国民の方々にお話しするということが、大変大きな自分

たちとしての役割だということを認識していただいているところです。 

 次に「労苦を継承する資料の出版」です。先ほども申し上げましたが、関係団体の方々

に委託して、体験者の手記や最近は御高齢になりましたものですから、手記も書けないと

いうことになりますと、聞き取りをしていただきまして、『平和の礎』ということで、恩給

欠格者の労苦とか、抑留者の労苦とか、引揚者の労苦ということで副題をつけて、毎年度

これを発行してまして、全国の公立図書館、国公立の大学等、約２,３００か所ぐらいに無

償で配布しております。これについては、なかなか具体的な反響というのもないのですが、

時々電話で、ぜひ自分でも買いたいからどこで売っているのかというお問い合わせもあり

ますし、図書館で愛読していますという電話での反響もあります。 

 それから次の『戦後強制抑留史』です。これも平和基金が大変誇りに思っております出

版物でして、戦後強制抑留について、個人の学者の方々の中で抑留の実態について著した

方もおりますが、私ども約１０年に及ぶ編さん期間を持ちまして、１７人の専門の方々に

お集まりいただきまして、編さん委員会を設置しまして、専門的見地から検討しまして、

体系的に抑留問題を明らかにして、資料編も含めて全８巻、平成１６年度に刊行したわけ

です。体系的に抑留問題を明らかにする書物としては、ほかにはないものと自負していま

す。 

 この中には、先ほども申し上げましたロシアの国立公文書館から入手しました資料等も

活用して記述等に相当な部分ソ連側からの客観的な資料も使用して、シベリア抑留問題と

いうものを客観的に明らかにしたということで、大変意義のあるものだと思っています。

これらについても、人口１０万人以上の市立図書館、国公立・私立大学等に約２,５００部、

それ以外にも追加で欲しいというのがありましたので、約３,０００部近く配布したところ
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です。これについても、資料館等でも閲覧可能にしているところです。 

 それから「引揚げを題材にした漫画冊子」です。１８年度は引揚げが終わりまして６０

周年ということで、引揚げ体験を持つ漫画家が大変多く、中国に住んでいらした漫画家で

赤塚不二夫さんなどよくご存じだと思いますが、ちばてつやさん、森田拳次さん、『釣りバ

カ日誌』の北見けんいちさん、一番年上の方は上田としこさんで、２０歳前後で引き揚げ

て来られていますので、それ以外は大体５、６歳で引き揚げて来られていますが、そうい

った引揚げ体験を漫画で再現していただいており、それらも平和基金に寄贈していただい

ています。特に引揚げ６０周年ということで、全国の小・中・高校生といった方々にわか

りやすい引揚げの実像というものを作っていただこうということで、森田拳次さんにお願

いしまして、漫画で冊子を作りました。これも小・中・高の図書館、国公立図書館等に配

布しましたし、いろいろな催し等でも配布したところです。 

 次に、９ページ目の各種の催し等です。「語り継ぐ集い」ですが、これも関係団体の方に

協力を得て、地方の関係団体の構成員の方々はいわば語り部ですので、地域の住民の方々

にそういった労苦の体験を直接語り継いでいただくという催しです。また、併せまして、

平和基金の所蔵資料等を展示しまして、また、地元の関係者の方々で持っておられる実物

資料も併せまして、また地方展示会とも併せて開催することで、現在は展示会と語り継ぐ

集いとの両方で効率的に活用する形で開催しています。１９年度は２１か所で２３回開催

しています。 

 次の「語り部の派遣」ですが、語り部は１６年度に私どもが要請しまして、２３人の語

り部がおります。２１人が直接の体験者ですが、こういった方々が、先ほども申し上げま

したとおり、資料館にお越しいただいて直接語っていただき、また、小学校に派遣しまし

て、学校公開授業がありますと保護者の方々も一緒に来られますので、そういった方々に

当時の悲惨な体験を語っていただいて、平和の尊さを考える貴重な資料を提供していると

ころです。１６度年から１９年度まで延べ４２校に派遣しておりまして、当時の写真パネ

ルなどをお持ちいただいて、体験者の方の中には自分で紙芝居を作ってお持ちいただいて、

それを見せながらやっていただいています。 

 また、これについても、学校の方からもぜひ来てほしいという要望もありますので、体

験者の方々も数が限られていますから、順番に学校に行っていただいています。また、語

り部の派遣後に授業の中で感想文を書いてくださるところもあり、後日私どもの方に感想

文集として持ってきていただいております。具体的な例をあげますと、「わかりやすく戦争
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の思いが伝わって、戦争がいけないことがわかった」、「平和の現代こそ、過去の戦争をき

ちんと理解して、二度と繰り返してはならないと思った」、「戦争の事実を伝え、命を大切

にすれば、戦争はなくなるのではないか」などで、６年生ですが、皆さんまじめで大変し

っかり物事を考えていただいているということで、体験者の方々も大変喜んでいらっしゃ

るところです。励みにされており、体験者の方々もなかなか高齢ですので、若干病気がち

な方もございますので、病気の方も何とか早く治して、また行きたいという大変強い熱意

を持って活躍されていらっしゃるところです。 

 次の「校内放送番組制作コンクール」ですが、次世代を担う全国の高校生を対象に戦争

体験の労苦をテーマとした校内放送番組制作コンクールを開催しています。平成１９年で

４回目でしたが、参加校が２４校で３０作品でした。最初は関東近辺の高校生を対象に平

成１６年度から始めたわけですが、１９年度は全国に規模を広げて参加校を募って行った

ことから、非常に熱心な方々から、放送部の方が中心になるわけですが、１校で２作品も

出したところもありますので、２４校で３０作品も集まりました。この中から、体験者の

方々を審査員としまして、最優秀校１校と優秀校２校を選定して、それぞれ表彰式を開催

しました。表彰式の中では、松島トモ子さんに来ていただきまして、いろいろな体験談を

語っていただきましたし、映像の専門家にも来ていただきまして、こういった脚本コンク

ールというものを作るに当たっては、どういった技術が必要かということを熱心に説明し

ていただいたりしまして、表彰式に集まっていただきました高校生の方々にも大変喜ばれ

ているところです。 

 ビデオコンクールの受賞高校の生徒によるコメントを簡単に御紹介いたしますと、女子

高校生は、「抑留体験者の話をしてくれた方が私の祖父なんですけれども、本当に悲惨な生

活をしていたんだな。今の自分だったら信じられないような経験をたくさんしてきたとい

うことをすごく感じまして、祖父に対する感謝とか、ほんとうに今自分がある幸せを感じ

ました」。それから同じく女子高校生ですが、「この大会を通じて、意識的に自分で調べよ

うとか、人に尋ねてみようかと考えることができたので、本当によい体験になりました」。

男子高校生では、「自分は歴史が好きで、よく戦争のことも勉強しているんですけれども、

今回のコンクールを通じて、体験者の話を聞けたことがよかったと思います。よい経験に

なったと思います」。それから女子高校生ですが、「戦争で傷を負うのは兵士だけだと思っ

ていたところもあって、そうじゃなくて、実際は地域に住んでいた人々とかも影響を受け

たりしたということがすごく身にしみてわかったので、そういういろいろなことを学ぶの
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は大切なことだと思った」というようなことで、大変熱心な反響を寄せていただいている

ところです。 

 次に最後の「その他」ですが、シベリア慰霊訪問等への助成です。平成２年度から抑留

者の団体の方々がシベリアの現地で埋葬地へ行きまして、直接慰霊事業を実施していただ

いておりますので、平和基金としても、大変微力ですが、助成しております。それから抑

留者の団体の方々が日露交流事業や年に１回慰霊祭等も開催しておりますので、そういっ

たことで助成をしているところです。 

 以上で私の説明を終わらせていただきます。 

【亀井座長】  ありがとうございました。大変詳しくご説明をいただきました。御質問、

御意見を承りたいと思います。 

【田久保構成員】  今大変、基金が多様な仕事をしているということをあますところな

く御説明くださったと思います。 

【田久保構成員】  質問ですけれども、赤紙が今１０枚きり残っていないというのは、

これはどういうことですか。 

【吉良総務部長】  この赤紙は部隊に行きますと、部隊が受領し、そのまま廃棄するそ

うです。ですから、何らかの理由でその部隊に着かなかった方の赤紙が残っているという

ことで、全国で１０枚ぐらいしか残っていないということでして、私どもがいただいたも

のは無賃乗車券もくっついているものです。途中で乗車券を使って召集所に行くのですけ

れども、どういうわけだか、私どものものは乗車券を使っていないんです。このように丸々

残っているというのはかなり珍しいものだそうです。全国で１０枚ぐらい残っているうち

の半分は、召集期日が終戦後の日付らしいんですね。結果的には終戦後の８月１５日以後

の日付だから残っていたんじゃないかということです。 

【椎原構成員】  結局、入隊するときには取られちゃうんですね。 

【戸高構成員】  十数枚残っているというのはびっくりました。まず残っていないです

ね。 

【椎原構成員】  残っているとすれば、終戦直後のものでしょうね。 

【吉良総務部長】  御本人様は資料館がある淀橋浄水場で働いていたということで、変

な因縁みたいなものがありますけれども、先ほども申し上げましたが、実物資料というの

は、おそらく大なり小なりそういった体験というのに結びついております。 

【田久保構成員】  語り部のうち、２３人のうち２１人が体験者とおっしゃいましたが、
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相当年配の方ですね。 

【吉良総務部長】  そうです。やはり７０代の方で、８０代の方もちょっといらっしゃ

います。結構お元気ですが若干高齢者ですので、状況に応じまして、資料館に来ていただ

ける方と調整をしております。 

【田久保構成員】  これは今日の議題になじまないかもしれませんが、意見ですが、展

示資料館を廃止すべきという意見もあるようですが、私は行政改革は賛成ですが、整理し

ていいものと悪いものがあると思います。 

【杉浦座長代理】  田久保先生の御質問に関連しますが、政府・与党との了解事項の中

で、平和基金の組織は解散するけれども、その事業を全てやめると言っているわけではな

いでしょう。だから、その中の事業のうちで、特別記念事業については一応決着をつけよ

うと。そのほかのものについては、これは今から考えてくださいよというように認識をと

るのでしょうか。 

【須江審議官】  最初に私が申し上げましたとおり、政府・与党の了解事項では、そこ

のところは決まっていないという理解でして、したがって、だからこそ検討会を設けて、

皆様方に御議論していただきたいと思っているところです。趣旨に沿って御議論いただけ

ればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【井上構成員】  私ども地方において慰霊碑、慰霊祭、あるいは語り継ぐ会について、

平和基金解散後も続けるべきか否か。また、続けるとしたら、経費はどうなるのか。尋ね

したいと思います。 

 旧ソ連の現地の慰霊訪問ですが、当初は当事者の我々、あるいは亡くなりました妻の方

が中心だったわけですが、ここ４、５年の間から、遺族の方が参加していただいておりま

す。そしてまた、孫の方も参加していただいています。私はできれば、そういったものを

末長く続けていきたいという気持ちを持っているわけですが、我々当事者はもう高齢者に

なりまして、いつまでついていけるかよくわかりません。遺族の方の御希望があれば、継

続していくのかどうなのか、御教示いただきたいと思います。 

 もう一つ、要望事項ですが、私も何回かロシアに行って、いろいろな話し合いをしてま

いりました。その中で私どもが気にかけておりますことは、日本では、皆さんも御承知の

ように我々を抑留と言っていただいて、事実そのとおりですが、私ども当事者は、ロシア

に行きますと、すべてが抑留ではなくて、捕虜という名称で記録されているわけです。そ

のことをいろいろな場でお話を申し上げ、特に我々日本人というのは、捕虜と抑留という
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のは大変な違いだということを説明しながら、捕虜ということを変えて、抑留に直せとい

うことを当局にも申し上げましたし、大方の皆さんは御理解をいただいておりますが、と

にかく捕虜という言葉を改めて抑留にしていただきたいということをソ連当局に要望した

い。このことが絶えず私たちの頭にあるわけです。その点を御考慮いただいて、何かの処

置をしていただければと思っております。 

 【米澤特別基金事業推進室長】  慰霊の事業については、政府と与党の了解事項の中

で引き続き実施すると明記してあります。そのための必要な経費については、国において

措置をするという書きぶりになっています。したがって、もう既に枠組みはありますので、

この枠組みの中で、今後どういった具体的な措置をしていくのかということを考えていく

という、措置をするという方向で考えていくということだろうと思います。 

【戸高構成員】  平和基金が解散するということが決まった中で、新規の委員会という

のがどんなものかと思ったんですけれども、御説明いただいて、事業としては引き継いで

いくということがわかりました。私自身は資料館の仕事しかしたことがないので、その当

事者が亡くなったときに残るのは資料だけですから、歴史資料というのがいかに大切なも

のか、これだけ貴重な資料が万全の形で次の世代に伝わらなかったら、本当に大変なこと

になると思います。そういう意味で、事業の形が変わっても、何とかいい形で残るように

していかなければいけない。私自身、ちょうどこの事業と同じ時期に、厚生労働省の仕事

で、九段下の昭和館というのをつくっていまして、昭和館は国民生活という切り口だった

ものですから、抑留者、軍人が出てこなかったんです。そういう意味で、大切な事業では

あるけれども、やはりこれでは足りないという意識を持っていましたので、平和基金の事

業というのは、並行的に見ていて、あそこはあそこでいいものをやっていると思っていた

ので、最初なくなるという話を聞いたとき、全てなくなるんだと思いまして、大変びっく

りしたんですけれども、いい形で残していけるものを探る委員会だと思って、本当にこれ

はすばらしいものだと思うので、これからいろいろ願望をたくさん述べさせていただくの

かもしれませんけれども、ぜひトーンダウンすることなく、いい形になるようにしていっ

たらいいと思います。 

【亀井座長】  ありがとうございます。 

 私は引揚げの体験もございませんで、平和基金の評価に関しての委員をお引き受けしま

したが、私のおじが、もう既に亡くなりましたけれども、強制抑留の経験がございます。

父の幼いときからの友人が中国大陸から引き揚げてきて、昭和２２年ぐらいだと思います
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けれども、東京へ着いたとき、最初に家に泊めてくれということでお嬢さんと３人で家へ

何日間か泊まっていった経験がございました。平和基金を見学させていただいて感じたこ

とは、日本人の名誉とプライドにかかわることなので、なおざりにしてはいけないのでは

ないかという思いを強く持っておりました。今日先生方の御意見を伺って、全く自分と同

じ気持ちに共感を感じたものですから、こういうお手伝いをさせていただけることを大変

誇りに思っております。 

 展示資料館もそんなに数多くありませんが、あちこち見させていただいて、例えば沖縄

のひめゆりの資料館へ行きますと、体験されたひめゆり部隊の女性の方が語り部として本

当に生々しく説明していただけることを体験して、ぜひそういうことを平和基金の資料館

でもお話をしましたら、既にありますというお話で、実際にその後お話を伺った経験があ

って、非常に感激をいたしました。 

 平和祈念展だったと思いますけれども、５年ほど前に小林千登勢さんが亡くなる数年前、

お話になったのを聴衆の一人として伺って大変感激いたしました。そんなことで、できる

ことであれば、こういう資料を、今、戸高構成員からもお話がありましたように、きちっ

と引き継いでいくということで、ぜひ構成員の方々の御意向をうまく形にして、そういう

ことを国に提言できればと思っております。 

 それでは、「検討会のスケジュール」につきまして、事務局から御説明をいただければと

思います。 

【米澤特別基金事業推進室長】  それでは、資料５に沿って御説明を申し上げます。今

後の検討会のスケジュールということで、おおむね１か月から２か月にかけて１回ぐらい

の割合で、そういうめどで開催を考えております。５月以降、今後の予定ということで、

「労苦継承の意義」、それから「内外の関係資料館の状況」の御紹介もさせていただきなが

ら、それとの関連を整理していこうといったことをまず考えております。 

 それから大体夏から秋ぐらいにかけまして、具体的に資料の記録や保存などの在り方に

ついて、具体的に考えていく場が持てればと考えております。そういった作業、検討を踏

まえまして、大体冬から年末ぐらいにかけまして議論を整理し、大体来年の春ぐらいの時

期に検討会としての何らかの取りまとめなりができればと考えているところです。各項目

ですが、それぞれが１回というわけではなく、状況に応じまして、２回なり３回なり検討

会を開催する場合もあろうかと思いますが、そこはそのときの状況、あるいは中身の重さ

軽さによって弾力的に対応していくということで考えております。 
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 以上でございます。 

【亀井座長】  ありがとうございました。 

 では、ただいまの御説明ございました今後の検討スケジュール並びに検討すべき論点な

どにつきまして、何か御意見、御質問ございませんでしょうか。 

【椎原構成員】  何年前になるか、いわゆる資料館の開設の話が出たころ、各人から寄

贈されるときに、条件か何かついていたかと思いますが、それは記録に残っていますか。 

【吉良総務部長】  いろいろ聞いてみますと、平成９年以前だとあまりはっきりした記

録がないようです。それ以後のものは、寄贈の承諾書のようなものをいただいています。 

【米澤特別基金事業推進室長】  形態として確か２つあると私はお聞きしていたと思い

ますが、寄託といってお預けしますという形態と、平和基金が引き取って、所有権も平和

基金に移す場合です。なるべく平和基金でも寄託の場合は寄贈の方向に、相談して、所有

権を移していただくようお話を進めていただいていると思います。事業評価をする際にお

およその寄贈数を毎年公表していますが、やはり相手のあることでもありますので、そう

うまくいかないケースもあるということだろうと思います。今後、平和基金が解散すると

きに、その形態をどうするかということも一つの課題になってくると思います。 

【椎原構成員】  そうなんですね。ちょっとそれが気になってお伺いしたわけです。相

当年数もたっていますし、今さら返してくれという者はいないと思いますが、ただ、遺族

がおじいさんの形見だから欲しいという場合があるかもわかりません。 

【杉浦座長代理】  所蔵資料ごとに寄託された方を特定できますか。 

【吉良総務部長】  ずっと前のものはあまり整理されていません。平成１０年以後のも

のはカードのようなものをつくっていますので、寄贈者の名前が書いてあります。 

【戸高構成員】  博物館、資料館では、今の話は非常に重要で、将来にわたってあいま

いなものが残るというのは大変困るのです。ですから、それこそ５０年、１００年、１,

０００年と残そうとしたときには、できるだけ努力をして、どこかできちんと整理するべ

きだと思います。 

【米澤特別基金事業推進室長】  寄託するときにどういうやりとりをして、それが具体

的に法律的にどういう問題なのかということも整理をしないといけないと思います。 

【米澤特別基金事業推進室長】  戸高先生にも資料の集め方の前例というか、相場観も

あろうかと思いますので、また相談していきたいと思います。 

【椎原構成員】  展示室に寄贈者の名前が書いてあったことがありましたね。 
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【吉良総務部長】  今でもパネルに書いてあります。 

【椎原構成員】  それなら、それが一つの証拠物件になりますね。 

【杉浦座長代理】  寄贈ではなくて寄託された絵が幾つかあったように思います。 

【吉良総務部長】  例えば、御本人は寄贈してもいいようなことをおっしゃったらしい

のですが、亡くなられた後、息子さんが、寄贈はどうかという話になって、それでは、購

入したいという話をしたら、それは売るものではないと言われて、結局、絵を使うときは

若干の借料を払って使っているケースがあります。また、ほかの画家の方は何十点かまと

めて、少ないの謝礼で購入しているケースもあります。 

【杉浦座長代理】  今回はっきりさせておいた方がいいですね。 

【亀井座長】  貴重な資料ですから、そういう意味でも所有関係は明確にしていただく

ということが、ちょうどいい機会だと思います。併せて検討していただければと思います。 

 ほかに何かご質問、ご意見ございませんでしょうか。 

 それでは、以上をもちまして、第１回の平和祈念展示資料の記録・保存等に関する検討

会を終了させていただきたいと思います。長時間にわたりまして御審議をいただきまして、

ありがとうございます。 

 なお、事務局から次回以降の日程につきまして、よろしくお願いいたします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  ５月中にも第２回を開催する方向で調整させていただ

きたいと思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

  

 


